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船体外板塗膜の 汚損と損傷評価につ い て
鼾
弾
孵
摯｝

　海は生命の 母と いわれ、多様な生物に満

ちあふ れて い ます。又、海水 は その 化学 成

分により金属にとっ て は腐食媒体で す。海洋

に就航 する 船舶 は常に生物 による 汚損 と化

学的腐 食の 環 境に置 かれ て お り、船体外板

の 汚損 と傷み に よ る 推進 1生能 の 低下 は運航

経済1生上の 重要問題で す。 処女航海前に き

れい に仕上げ られ た外板塗膜の 表面に はす

ぐに 微 細なバ ク テ リ ア が住み 着 き、増殖 し

て ス ラ イム と呼ばれる ゼ リ
ー
状の 膜が形成

され、これを畑に植物プラ ン ク トン が、これ

らを餌 にす る 動物 プラ ン ク トン が住み 着き、

更に 順次大型生物へ と食物連鎖の ピラ ミッ

ドを形成しつ つ 汚損力旌 行して い きま曳 約

1年 間 の 就航の 後、入 渠 して 汚 損 を 落 と し、

再度塗 装施 工 して 出渠 し、就航 して 行きま

す。しか し、就航 中や入渠 中の施 ー の 際に塗

膜は損 傷 し、再 塗装 によ って も完 全 に は元

の 状態 に戻 らず、性能も低下 します。

　汚損や 塗膜の傷み によ る推進 性能へ の影

響は船 舶の 就航 実績 記録 の 整理 ・解析 に よ

り調べ られ て きました。しかし、膨大な航海

記録の 中か ら互 いに整合 1生の ある有意 なデ

ー
タを抽出 し、風 浪や潮流 等の 環境外乱 影

響 をは じめ色 々 な影 響の 除去 して 、そ れ で

もば らつ きの大 きな解析結果 の中 に有意 義

な情報 を見 出す洞察力 が必要で す。

　船舶 は入渠直後 に主に塗料施 工計画立案

を目的 に汚損 と塗膜 の状況観察 がな され ま

す。BSRA方式粗度計測装置 による 船体 表面

数十 ヵ 所 に 及ぶ位置 で の 粗度計 測が実施 さ

れる こともあります。汚損 は（i）ス ライム、 

フ ジツボ等の動物、（lii）海藻等の植物、塗膜

の 傷みは （iv）ふ くれ、（V）は がれ、（vi）錆 等の状

況をそれ ぞれ 5 段階に区分 して評価 します。

評価は5が最 も軽微で、4 ，3 ，2と厳しさ を

増 し、1は 最も ひ ど い状況 を 示 し ます。この

様な評価デ
ー
タと就航実績解析により得た

平均粗度、さらに は粗度計測装置 に よる 平

均粗度と の 関連 付け が課題 と な りま す。就

航実績解析は 実に ゆううつ な仕事で す。 簡

便で かつ 要点を押さえた方法が望 まれます，

以下、簡易解析法を提示 し ます。す なわち、

入渠 直前、出渠直後の 2〜3航海 に おける速

力、排水量 及び燃料消費量 が与えられた と

しますb なお、これらは、航路、位置、針路、海

象、載荷状態 等の 条 件が近 い 状況 で 得 られ

た もの である事 が望 ましい こ とは云 うまで

もあ りませ ん。以 上 から入渠 前の 平均 ア ド

ミラ 1丿テイ係数Cadm（F），及 び 出渠後の平

均 ア ドミラリテ イ係数 Cadm （A）を求め ます。

入 渠前 の性能 には、（a）新造船 の平均 粗度、

（b）入 出渠の 繰り返 しによ り集積した新造時

状態 に 戻 らな い 塗 膜の 傷 みに 対応 する平均

粗度 （経年変化影響）及び（c）前回の入 ・出渠

以降蓄積した汚損に 対応する粗度の それぞ

れ に対 応する 粗度修 正 係数 の 合計 が 入 っ て

い る事、入渠前出渠 後での 推進効率に変化

は ない と仮定する と、（c ）汚損に対応する粗

度影 響係数は （Cadm （A）／Cadm （F）
’1
）× Ca

に よ り得 られ ます。Ca は 出渠後 の 状態に 対

応する 全抵抗係数で 剰余抵抗係数、滑面平

板の 摩擦抵 抗係数、（a），（b）に対応する 粗度

修正 係 数の 合計 で す。こ こ で （a）の 粗度修正

係数 は BSRA 方式 による 平 均粗度 を 100〜

150μと して 国際水 槽会議の 式 （11rrC　1972）

による もの と し、（b）の 粗度 修正係 数は公表

さ れた文献記載値よリ0，05E−3／年とします。

なお、6年以降 は変 化な しとします。新造時

のア ドミラリテイ係数があれば、出渠後の デ

ータか ら（b）の 粗度 修正係 数が得 られ ます。

以上よ リ得た（a），（b）．（c）の粗度修 正係数を

合計し、国際水 槽会議 の式 によ り対応す る

BSRA 方式平 均粗度が得 られます。この よう

に して、汚 損や経 年変 化 に対 応 する平均 粗

度が得 られる はずで す。実績 デ
ー

タによる

評価 につ い ては次号 に紹介 します。
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